「つれづれなるままに、日くらしすずりにむかいて、心にうつりゆく、よしなしごとを、そこはかとなく、書きつくれば、あやしうこそ、物ぐるほしけれ」　「徒然草」の序
 

以前にＮＨＫの番組でゲストの中坊弁護士は「老いと死」について話し、徒然草からの引用として「死は前よりはきたらず、かねてより後ろから迫る」　と述べられた。　奥の深い言葉なので、その前後の文脈を調べようとしました。　それと、長年米国に住み、漢字を書くことから遠ざかっていたが、引退して時間が出来たのと、頭脳の活性化つまりボケ予防のため一念発起し、これまで日記を付ける習慣をもたなかったが、平成１６年の正月より三年連記日記を付け始めました。　まさに「つれづれなるままに」です。
 

古文は高校時代（４７年前）に学び、その後全く手にしていないが、今度帰国したとき、現代語訳のない「校注　方丈記．徒然草」新典社　を購入。これは幽齋本系だそうである。その他に３系列があるそうな。　違いは送り仮名や、句読点、濁音、漢字か平仮名等々があるとのことである。岩波文庫の「徒然草」(初版昭和３年、烏丸本系)と角川文庫の「徒然草」(初版昭和27年、烏丸本系)でも少しづつ異なる。そこでまさかと思ったがSan Jose State Universityの図書館を訪ねてたら、驚いたことに蔵書があり「徒然草講義」伊藤平章著、誠之堂、明治26年初版、明治31年第7版、和綴じの上下二巻に出会い読むことが出来た。　これは昔の書体で木版めいた活字と所々に版画の挿絵があり、本文に続いて、語釈、結構（手偏の構で広辞苑では結構人で愚直な人となり、筆者の謙遜した結語という意味か）が記載されてある。どの系統の底本かが述べられていないが6条の付記まである。明治の書生になった気分になり、読むのが楽しい。以下斜字体はこの講義録から。
 

さて問題の「死は前よりしも来たらす、かねてうしろにせまれり」は第155段の最後の節にあった。　この段は「世にしたがはん人は、機嫌を知るべし。」で始まる。その語釈は「機嫌は、字書に、機は発也。嫌は嫌疑なりとあり。機は弓のすでに放たれんとするをいひ，嫌疑は疑わしく、分明ならざるをいふ。乃（すなはち）、人に対して喜ぶ喜色、怒れるきざしを見て、それと大かた知るをいふ。」　その後、人生は大河のようだとか、四季の変化は突然来るのではなく、秋に木の葉が落ちた後には、もう春の新芽が用意されている、と詳細に述べた後。「生老病死のうつり来ること、これに過ぎたり。四時　(四季)は、猶、定まれるついであり。死期はついでをまたす。死はまえよりしも来たらす、かねてうしろにせまれり。人、皆、死あることを知りて、まつことしかも急ならざるに、おぼえずして来たる、沖の干潟はるかなれども、礒より塩(潮)のみつるが如し。」（Ｘ）は烏丸本系より。「ついで」は講義録では「次第」と語釈されているが、広辞苑によると「ついで」は「序で」、順序の方がピッタリする。最後の文の訳を、「潮の沖まで干たる時は、はるかのほどなれば、磯へは来る間、おそかるべきに、かえりて、潮はいそよりはやく満ちくとなり。」　上記二つの文庫本も同じような訳ですが、これは今で言う予想し難く、大きな災いをもたらす「津波」｢高潮｣のことを言っているのではないか。　
 

此れまで読んだ中で心に響いたのは、93段　「牛をうるものあり。。。。死をにくまば、生を愛すべし。　存命のよろこび、日々にたのしまざらんや。。。。」、
122段　「人の才能は、文あきらかにして、。。。。食は人の天なり。よく味を調え知る人、大なる徳とすべし。。。。」、調理人、食ｘｘ家。。は称えられるべき。　男子厨房に立たずは大いなる間違い。　男の料理で招いた客人に亭主ぶるのが楽しくなってきたが、毎日の食事を作る気にはならない。とても家内には敵わない。　元気で達者、マメでいようねといったところか。　
242段　「とこしえに、違順につかはるることは、ひとえに、苦楽のためなり。楽といふは、好み愛する事なり。。。。。」。　　　　違順は仏教語。広辞苑でも引いてみられよ。　兼好法師暗いばかりではなく、余生を楽しむことも述べてます。　先月70歳の古希を迎え、忍び寄る記憶力、集中力、体力の衰えを実感しています。　下手の横好きのゴルフのスコアーがその都度数値で示すので、なにくそと反発しています。　でも失ったものは取り返せないが、少しは世の動きが澄んで見えるようになったように思うし、健康でいられることは、ありがたいことです。感謝、感謝。　
諸兄は徒然草のどの段に心琴が触れましたか？じっくり考えながら読みたいものです。　　
2004年4月10日、2,007年9月追記
